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１． 共同利用種目（該当種目にチェック） 
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□データ・資料等の利用  □研究集会 

２．課題番号または共同利用コード   ２０08－C－03 

３．プロジェクト名、研究課題、集会名、または利用施設・装置・機器・データ等の名称 

   和文：首都直下地震防災・減災特別プロジェクト：①首都圏周辺でのプレート構 

造調査，震源断層モデルの構築等（２）制御震源を用いた地殻構造調査 

   英文：Special Project for   Earthquake Disaster Mitigation   in Tokyo Metropolitan Area: 1. Regional 

characterization of the plates beneath the metropolitan area and construction of source fault models (2) Seismic 

imaging of the lithospheric structure by controlled seismic sources   
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６．研究内容（コンマ区切りで 3 つ以上のキーワードおよび 400 字程度の成果概要を記入） 



キーワード：首都圏、プレート構造、地殻構造、長時間地殻変動 

 首都圏では太平洋プレートの上に、フィリピン海プレートが沈み込むという複雑なプレート構造を示してい

る。こうしたプレートの形状を明らかにすることは、首都直下で発生する被害地震の特徴を理解する上で基本的

な情報である。こうした背景から制御震源を用いた反射法・屈折法地震探査、また自然地震の稠密観測によって、速

度構造や不連続面の形状などの、詳細な地殻・上部マントル構造断面を明らかにする研究を行った。とくに、伊豆-小笠

原弧の本州弧への衝突によってフィリピン海プレートが複雑な形状を示す関東西部、またフィリピン海プレートが太平洋プ

レートと接触する関東平野東北部の複雑な構造を、稠密自然地震観測と制御震源を用いた構造探査を実施した。また、

フィリピン海プレートが太平洋プレートに接触するという特異な地学現象によって、どのような変形が発生するかを理解す

るための数値実験を行った。さらには関東平野の百万年以降の地殻変動を、地質情報から読み取り、それらを引き起こし

たメカニズムを理解するための研究を行った。 

 

 

７．研究実績報告（公表された成果のリスト＊１または 2000～3000 字の報告書） 

（＊１論文タイトル、雑誌・学会・セミナー等の名称、謝辞への記載の有無、ポイント数、電子ファイル添付のこと） 

 平成 22年度の霞ヶ浦-つくば測線とつくば-水戸測線で取得した稠密自然地震観測データを地震波ト

モグラフィ法・地震波干渉解析法・レシーバ関数解析法により解析し、首都圏の地殻とフィリピン海

プレートの詳細な構造（地殻の速度構造や不連続面の形状等）を明らかにした。平成 20 年・21 年に

関東山地周辺で取得した制御震源による構造探査データと、稠密自然地震観測データについて協調的

な統合解析を行い、首都圏の地殻とその下に沈み込むフィリピン海スラブの詳細な構造を明らかにし

た。大都市大震災軽減化特別プロジェクトで取得した大深度地殻構造探査データを含めて、首都圏の

地殻・プレート構造データを検討し、構造的な弱面を抽出した。とくに首都圏に伏在する活断層を抽

出し、矩形モデルで示した。関東平野の過去 100 万年間の垂直地殻変動データをともに、地殻変動を

もたらした要因を、「変位の食い違い運動によるプレート沈み込みモデル」で再現した。この結果、50

〜100 万年前に起きたフィリピン海プレートの日本列島に対する相対速度ベクトルの北方向から北西

方向の変化に起因することを明らかにした。 

 

なお、本特定共同研究(C)の母体となった「首都直下地震防災・減災特別プロジェクト：①首都圏周辺

でのプレート構造調査，震源断層モデルの構築等（１）制御震源による地殻構造調査」の平成２３年

度の成果報告書は以下に公開されている。http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/shuto/report/H23/ 
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